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03 授業中の事故（体育）・部活動中の事故 

        （熱中症も含むー対応説明中の「負傷」を読み替えるものとする） 

●危機発生時の対応 

校長（副校長） 担 当 職 員 養 護 教 諭 
応援依頼を 
受けた職員 

 ・生徒の意識の有無、顔色、呼
吸、脈拍などを確認。 

・負傷した生徒への応急処置。 

  

    

 ・周囲にいる教職員・生徒に
「校長（副校長）、養護教
諭、他職員への連絡」依頼。 

  

 
   

 

・保健厚生課職員及び

他の職員（可能な限

り担任又は副担任を

含む）に応援を指

示。 

・負傷の程度により

救急車の出動要請

を指示（119番）。 

 

 

・他の生徒を、救急活動の障

害にならない場所に移動さ

せる。 

・負傷した生徒の応急処置。 

・保護者に事故の概要を報告。 

 →希望する病院があるか確認 

※ 事故への対応の経過、本人

の状況など事実のみを伝える

（見込みの話は厳禁）。 

希望する病院がない場合、

救急隊が搬送先を決定する。

保護者には第２報で伝える。 

 

 

    

 
・担当教員、生徒か
ら事情を聞き、事
故の経緯を正確に
把握し記録する。 

① 概要（５W1H） 
② 経過、対応、 

現在の状況 

 
・他の生徒の動揺を抑える。 
 
・救急車の進入路の確保。 
・救急隊員を負傷者まで誘

導。 

 
・救急車到着までの間、心
肺蘇生法等必要と認めら
れる場合は的確に実施。 

 
 
・状況により学校医に連絡。 

 
・救急車の進入路
の確保。 

・救急隊員を負傷
者まで誘導。 

 
・他の生徒の動揺
を抑える。 

   
・救急隊員に応急措置の状況
等を説明。 

 

    

・重大事故の場合は
速やかに県教委に
第１報を入れ、指
示を受ける。 

・救急車に同乗または別途、
搬送先の病院へ向かう。 

 ・搬送先の病院へ
向かう。 

 

    
 【病院において】 

・医師に事故発生時の状況や
応急処置の状況を説明。 

 ・保護者に事情等
を説明し、生徒
を引き渡す。 

    
 ・医師から負傷の状況、診

断、治療内容等を聞き、校
長（副校長）へ連絡。 

  

    

危機管理マニュアル抜粋 

（※付添う職員数は負傷者の状況による） 

救急車    １１９ 

盛岡西警察署 692-6119 

雫石交番   692-2219 

盛岡西消防署雫石分署 

       692-6119 


